
掲載数 41

地区 学年 教科等 テーマ 内　容
参考事項（講師・教材

等）

1 川崎市 小４ 体育

食育の指導
「体の発育・発
達」
～よりよい教
育・発達のため
に～食育の指導

　体をよりよく発育、発達させるためには、調和のとれた食事、そして調和のとれた生
活が大切である。
　不規則な食事の例を見せて、子どもたちに考えさせた。主食、主菜、副菜をそろえる
と栄養のバランスがとれることを知り、そこからそれぞれ１食分の献立を考えた。最後
に食事について分かったことや、これから気を付けたいことを書いて、発表した。
　毎日食べている給食は、体をつくるもとになるたんぱく質、不足しがちなカルシウ
ム、不可欠なビタミン等の、栄養のバランスを考え、様々な食品を網羅していること知
り、「残さず食べよう。」や「これからは苦手なものも食べてみる。」という思いを
もった子がたくさんいた。

授業者はT1担任、T2栄
養士。
実際の給食の写真や
ワークシートを用いて
授業を行った。

2 川崎市 小１ 体育
水の事故と心得
～水遊びをする
にあたって～

　水遊びの事前指導として、「水遊びを安全に行うための心得を知り、事故にあったと
きの対処を考えよう」といった課題で、学習を設定した。体育の水遊び学習では、「か
ぶとむし」（か…かけない、ぶ…ふざけない、と…とびこまない、む…むりしない、し
…しゃべらない）の約束があることを知り、その必要性について考えた。また、水に関
する事故の動画を視聴することで、助けを呼ぶ等、自分たちにできる対処もあることに
気付き、水遊びを安全に行おうと考える姿が見られた。

NHK for school
「水の事故リアル安全
ストーリー」

3 川崎市 小６ 体育 「病気の予防」

　体育の保健領域の学習において、病気の予防について理解し、病気を予防するため
に、課題を見つけ、その解決に向けて実践できることなどを考えた。アンケートを実施
し自分の生活を振り返ることで、より具体的に課題を見つけることができた。また、栄
養教諭にも一緒に授業をしてもらい、ＧＩＧＡ端末の「クラスルーム」を活用して事後
の活動をフォローを行った。

「みんなの保健　５・
６年」（学研）使用

4 相模原市 小６ 体育
薬物乱用の害と
健康

　薬物乱用の行為が、自らの健康を損なう原因となることを理解できるようにした。薬
物は依存性があるので、１回の判断の間違いが、身体を害すること命を落とすことにな
ることについても考えさせる場とした。

保健の教科書を使用。

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【体育】



5 横須賀市 小５ 体育 けがの防止

　5年生の保健学習では、学校生活に起こるケガ・交通事故・犯罪被害などを取り上げ、
自ら危険を予測し、安全を確保することを学ぶ。自分の命を守るという意識を高めさせ
るために、学校生活で起こるケガの実態調査を、保健委員会を中心に調べさせ、６種類
（捻挫・突き指・打撲・擦り傷・切り傷・やけど）の応急処置を実際に行った。また、
犯罪被害についは、犯罪被害から身を守るための具体的な注意をDVDで観た。そのあと、
犯罪に巻き込まれないための方法をみんなで話し合った。さらに、家族や他者の命を守
るために「救急救命教室」を依頼し、DVDによる説明と、実際に人工呼吸の方法を消防署
の方から教わった。初めての体験に、「…の時は～したらいいのかが分かった」という
感想が多く出され、人の命を守ることの重みを感じた児童が多かった。

◎警察「不審者訓練」
◎消防局消防・救急課・
教育委員会「スクール救
命教室」講師を依頼。
◎使用資料
保健教科書

6 横須賀市 小６ 体育 薬物乱用の害

　６年生の保健学習では、病気の予防、喫煙・飲酒・薬物乱用の害などを取り上げ、な
ぜ病気になるのか、どうすれば病気を防ぐことができるか、喫煙や飲酒、薬物の乱用の
危険を理解し、自分や周りの健康を守ることを学ぶ。薬物乱用の害については「薬物乱
用防止教室」を行い、講師の先生から薬物の怖さ、レプリカの覚せい剤・MDAD・危険ド
ラッグの観察、被害から身を守るための具体的な注意を学んだ。キャラバンカーの見学
とDVDの鑑賞で、理解を深めた。また、児童の作文からは、講師の先生の言葉「キッパリ
と勇気をもって断ること」「疑いのかかる人生を送らないこと」「強い心を持つこと」
を心にとめ、行動していく決意が多くみられた。

◎麻薬覚せい剤乱用防止
センター・教育委員会
「薬物乱用防止教室」講
師を依頼。
◎使用資料
保健教科書
薬物乱用防止読本

7 横須賀市 小複合 体育 水辺の安全教室

　夏休みを前にして海や川などの水辺に行く機会も多くなると想定し、湘南地区のライ
フセーバーとして活動されている講師を招いて水辺で遊ぶ時の注意や万が一の時の身の
守り方について指導いただいた。水辺で溺れた時は慌てずに呼吸の確保をするために口
と鼻を水面から出すことや溺れた人を見つけた時には近くにいる大人の人に助けを求め
ることなど、自分たちにもできる救命方法について教えていただいた。体を浮かせる物
として、ランドセルやビニール袋も使えることに児童は驚いた様子が見られた。
　楽しい気持ちになる水遊びだが、実際に救助活動をしている講師の方の話を聞き、安
全で健康に注意しながら水遊びをしたいと話している児童もいた。

（講師）湘南地区でラ
イフセーバーをされて
いる方
・水辺の事故防止教室
として授業を行った

8 横須賀市 小４ 体育
「体の発育と健
康」

　自分の小さかったころと現在を比べ、発育について考えるきっかけとした。これまで
の発達を振り返り、その後、思春期にある体の変化について学んだ。発育には個人差が
あり、比べるものではないことを大切にして授業を行った。また、体の変化だけではな
く、心にも変化があり大人になる準備が始まっていることを学び、自分のこととして考
えをまとめることができた。

「小学　ほけん」
　　　　3・4年



9 横須賀市 小５ 体育
保健
「けがの防止」

　けがの原因や防止方法について学ぶために、校内でのけがの記録を用いた。いつ・ど
こで・どんなけがが多いのかを児童に伝えると、児童は、自分たちのけがの経験と照ら
し合わせながら想像していた。そして、スポーツ振興センターに記載されている事例も
一緒に取り上げることで、児童はけがの原因が人の行動と周りの環境に関わることが分
かった。その結果、学校生活の中で、けがの起きやすい場所について考えようとする姿
が見られた。また、けがをしてしまった場合の手当ての方法を学ぶことで、自分たちが
人を救うためには何ができるのか考えるきっかけとなった。

【使用した資料】
大矢部小学校の
けがの記録
（2021年９月分）

10 横須賀市 小６ 体育 水辺の指導

　夏休みを前に水辺の指導を行った。本来であれば水泳指導の一環で「着衣泳」を実施
してきたが、コロナ禍であったために今年度も水泳指導は中止となった。そこで、小学
校体育研究会が作成したパワーポイントを使いながら指導をした。神奈川県は海の事故
が多いこと、万が一水難事故にあったときのこと、離岸流についての話をした。本校も
近くに海があるので、児童はより切実感をもって話を聞いていた。

11 横須賀市 小４ 体育
保健
「体の発育と健
康」

体の発育・発達について関心をもち、思春期の体の変化や、よりよく発育・発達させ
るための生活について役立つ基礎的な事項を理解することをねらいとし、その中で二つ
の重点を設定した。1つは、発達の時期や変化のあらわれに個人差があり、それぞれを尊
重しなければならないということ。もう一つは、命をつなぐために知っておかなくては
ならないことだということであった。知識だけでなく、自らがこの世に生を受けたプロ
セスにも注目させることで、自分事としてとらえることができたようだ。これから起こ
る心身の変化に対する不安を、それぞれに抱えているんだ、と実感することができた。

担任教師
養護教諭

12 湘南・三浦 小４ 体育
思春期における
体と心の変化

小学４年時の保健領域「体の発育・発達」の単元を使い、各クラス２時間にわたっ
て、大人へと成長する体と心について、学んだ。見た目で起こる体つきの変化や射精及
び月経など体の中で起こる変化、また、体だけでなく心も変化する等、思春期には様々
な変化があるが、どれも個人差があるということ、そして、LGBTQにも触れる内容とし
た。児童の様子から子どもから大人への変化を、今の自分に起きている変化と受けとる
子や、本当に自分に起こるのだろうかと疑問に受けとる子もいた。授業中の発言や感想
からどの児童も容姿や体型や嗜好も人それぞれ違うのだから、そのことでからかった
り、馬鹿にしてはいけないということを理解している様子が見られた。

担任と養護教諭による
TT

13 湘南・三浦 小４ 体育 二次性徴

２学期に二次性徴の学習を行った。二次性徴は体つきが大きく変化していくが、それ
は子どもを産むための準備でもあるということを学んだ。これから起きる変化に驚いた
り戸惑ったりした子もいたが、新しい命の誕生のためなのだとわかり、二次性徴の大切
さを理解した。

担任と栄養士によるTT



14 湘南・三浦 小４ 体育

育ちゆく体とわ
たし　～思春期
にあらわれる変
化１・２～

思春期におこるからだの外側の変化、内側の変化の学習を通して、おとなになること
はどう変化することなのか、自分なりにとらえられるようになることをねらいとしてい
る。まとめとして、確認しあったことは次のとおりである。
・思春期を迎えて変わっていくことは“自然なこと”
・変わり方や変わる時期はちょっとずつ“ちがうこと”
・疑問や不安を感じたらまわりの大人にたずねること
・変化が訪れた友だちをからかわないこと

男女のシルエット（子ど
も　大人）
男女の内性器のしくみ図
卵子の大きさを示す教具

15 湘南・三浦 小５ 体育
生活習慣を見直
そう

養護教諭の話を聞いたり、資料を活用したりして、生活習慣病はどのようなものか、
どのようにしたら防ぐことができるのか、食事の取り方で気をつけること等を学習し
て、自分の生活を見つめ直し、生活習慣を改善することについて考えた。

・担任と養護教諭のTT
・藤沢市教育委員会学務保
健課と藤沢市学校保健会養
護部会が共同で作成した生
活習慣病についての資料を
使用

16 湘南・三浦 小６ 体育
ライフセービン
グ教室

海や、水辺の事故に遭遇した際の救命活動について、地元で活動するライフセーバー
から詳しく学ぶことができた。自分の命を救うために何ができるか、自分事として受け
止め、考える機会となり、さらに、命を救うためにとるべき行動を身につけることがで
きた。

講師
地元のサーフライフセー
ビングクラブの方

17 湘南・三浦 小５ 体育
からだを大切に
する

前年度（4年生）に第二次成長について学習した内容の復習も含めて、生命の安全教育
についての学習をした。「水着で隠れている部分は自分だけの大切なところ」→プライ
ベートゾーンについて知り、自分プライベートゾーンはさわらせない、見せない、写真
を撮らせない等のルールを守り、自分の体や命を守ることについて学んだ。また、他の
人のことも大切にするにはどのようなことに気をつければよいかパワーポイントの資料
を見ながら、自分の体だけでなく男女それぞれの特徴や成長について考えを深めること
ができた。

本校養護教諭

18 湘南・三浦 小６ 体育
体の成長とわた
し

一年生から今までの身長の伸びを測定し、自分たちの成長を実感した。校内宿泊行事
を前に、養護教諭に協力していただき、思春期にあらわれる変化を学び、命の元になる
精子と卵子について学習した。感想等で命の大切さについて関心をよせている児童もい
た。

養護教諭

19 湘南・三浦 小６ 体育 薬物乱用防止

　薬物や喫煙の怖さに気づかせるため、学校薬剤師を講師に招き、体育館での学年一斉
指導を計画していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から各教室へのオンラ
イン配信を行った。ICT機器を活用して禁止薬物や喫煙が体に及ぼす影響が理解できたこ
とで、身近に潜む薬物から自分の身を守ることや命の大切さを考えることができた。

学校薬剤師



20 湘南・三浦 小４ 体育 思春期講座

　保健領域の学習において、思春期の体と心の成長の様子について学んだ。その発展的
な学習として、赤ちゃんの誕生について、受精卵のモデルなどを用いて、いのちの始ま
りを教えた。その後、子宮の中で育つ赤ちゃんの様子を知ることを通して、いのちが誕
生する奇跡や生命の尊さについて学習した。最後にマタニティベルトの着用体験などを
行い、母親の大変さや命の大切さについて考えることができた。

保健所から思春期講
座セットを借りて、
担任が指導した。

21 湘南・三浦 小３ 体育
病気から体を守
る

　目に見えないウイルスや菌を薬品を使って可視化する実験を見て、手洗いをしない手
のひらを放置すると菌がどれくらい増えるか、また、真っ白な下着にも菌は繁殖してい
るということを学習した。子どもたちは「見えないのにこんなに菌がたくさんいるん
だ」「手を洗ってないとこんなになるの」と驚いていた。学習の後には食前や、休み時
間の後の手洗いを熱心に取り組む児童の様子が見られた。

22 県央 小６ 体育
健康に気をつけ
ること

　保健の時間に、薬物や飲酒等の害について学習した。授業では、自らの健康を守るた
めに薬物等に関わらないようにしたいと考えていた。また、道徳の時間でもいのちの大
切さについてふれ、それぞれの生き方を考えるきっかけとなった。

新しい保健５・６
「病気の予防」

23 県央 小３ 体育
手洗いの大切さ
について

　新型コロナウイルスが流行し、学校生活の中でも手洗いを呼びかけることが多くなっ
た。休み時間や給食前など、子どもたちは手洗いに行っているが、指先だけ洗っていた
り、ハンカチではなく洋服で手を拭いたりしている様子が見られる。そこで、手洗い
チェッカーを使い、自分の手洗いの仕方を視覚的に知り、正しい手洗いの仕方を学ん
だ。普段の洗い方では足りていなかった児童が多く、子どもたちの意識付けにつながっ
た。

手洗いチェッカー
（ローション・ブラッ
クライト）

24 県央 小５ 体育 応急手当講習会

　心肺蘇生法やAEDの使い方について、簡単な練習キットを使用して体験的に学習した。
胸骨圧迫だけでなく、周囲の安全確認、呼吸の確認など、一連の動作についても演習を
行い、傷病者を発見した時の行動について学んだ。
　また、急性心不全等で亡くなった方や、AEDや応急手当により一命をとりとめた方など
の事例を交えたビデオを鑑賞し、自ら率先して行動することの大切さや自分たちの行動
で救える命があることなどについても学習した。

講師は大和市消防本部救
急救命課職員。
心肺蘇生トレーニング
キット「あっぱくんライ
ト」を一人１セット使用
し、実践的に学習するこ
とができた。

25 県央 小６ 体育 応急手当講習会
　AEDの役割（AEDを使用することで救える命がある）、どんなところに設置されている
か、等の話を聞いた後、実際に扱い方を教えてもらい、練習キットを用いて胸骨圧迫の
心臓マッサージの体験をした。

消防署職員



26 県央 小４ 体育 体の発達・発育

  これから少しずつ体が変化する４年生の児童に、どんな変化が何のために起こるのか
を伝えた。赤ちゃんが生まれるための準備であることを知ると、驚いている児童が多く
いた。また、体の変化が起こる時期については、個人差があることに興味を持ったり、
自分だけではないことを知り安心したりしていた。

・教科書
（みんなのほけん）

27 県央 小３ 体育 私たちの体

　自分の命は30数億年前から引き継がれてきた命であることを知った。まず初めに掲示
された絵を見ながら男子の体の仕組みを学習した。おしっこが出るところの下には２つ
のたまがあり、これが赤ちゃんの命のもとをつくるところであることを学んだ。次に掲
示された絵を見ながら女子の体の仕組みを学習し、赤ちゃんの部屋の近くに赤ちゃんの
命のもとをつくるところがあることを学んだ。子供たちは学習の後、「知ることができ
てうれしかった」「命・体を大切にしたい」という感想が児童から出された。

本校の養護教諭が授業を
行った。児童は掲示する
絵や写真を使うことに
よって、具体的にイメー
ジすることができた。

28 県央 小２ 体育
おなかの中の赤
ちゃん

　赤ちゃんは女の子のおなかの中にあるふくろで大きくなることを児童は驚きながら学
習していた。実物大に書かれた子宮を児童のおなかに当てることにより、大きさを実感
できた。おなかの中では約10か月かけて大きくなり、その間体を動かすなど、いろいろ
な練習をしていることを知った。生まれるときには赤ちゃんが合図を出し、管を通って
生まれてくることを知った。初めて学ぶ事柄に「楽しかった」「分かって嬉しかった」
という感想が児童から出された。

本校の養護教諭が授業を
行った。児童は胎児心音
テープを聞いたり、聴診
器を当ててみたり、具体
物を使って体験しながら
学習できた。

29 県央 小４ 体育
保健体育
「思春期の体の
変化」

　思春期になると、初経、精通が起こり、異性への関心も芽生えること。これらの体や
心の変化はだれにでも起こることであり、大人に近づく現象であることを学習した。
　体や心の変化には個人差があることや新しい生命を生み出す準備であることなどを初
めて知り、悩んでいる友達がいたらどのように相談にのってあげるかなどの話合いを通
し、これから起こる体の変化を肯定的に受け止める心構えを学習することができた。

30 中 小４ 体育

「おとなに近づ
くわたしたちの
からだとこころ
（初経・精通指
導）」

　思春期には体つきに変化が起きることを説明し、男女の変化を理解し尊重し合えるよ
う、指導は男女合同で行った。発育・発達そのものの不安や個人差からくる不安など心
の変化にも留意した。家庭でも性について話をするきっかけとなるよう、家で話すとき
のポイントを載せた保健だよりを配布した。
　児童は、「からだってこんなにふしぎだってことがわかりました」「将来自分の体が
こうなるんだと思ったら“！”がいっぱいでした」「大人への一歩を知れてよかったで
す」と驚きつつも、大人の体に近づく現象を肯定的に捉えられた。

・養護教諭がクラスごと
に指導。
・アーニ出版「小学生版
性教育授業セット」、花
王「ロリエ初経教育セッ
ト」を活用。



31 中 小４ 体育
変化してきた私
たちの体

　体の発育・発達の現象や思春期の変化について知り、これからの自分の生活について
予想しながら、自分の体に起きる変化との向き合い方、友達との接し方について学習し
た。また、思春期の変化について疑問や不安なことについてアンケートを取った。その
内容については、学年で男女に分かれて授業を行った際に取り上げた。本単元で学習し
たことや授業の様子については学級通信を通して紹介することで、学校と家庭双方で児
童の成長をサポートしていきたい意向を伝えた。

32 中 小４ 体育 男女の体の成長
　男女の性ホルモンによる変化と成長について学ぶ。男子は男性教諭より、女子は養護
教諭から支援した。女子は自分のからだの成長と仕組みを通して、体のすばらしさを知
る。月経の具体的な手当てを学ぶ。

33 中 小５ 体育
「心の成長
　　　と健康」

　体の成長に伴い、心も成長していくことを知り、心と体はつながっていることを理解
し、不安や悩みへの対処のしかたを考える。体がリラックスすると心もリラックスする
ので、体ほぐしの運動や腹式呼吸法などの技能に関わる内容も取り入れ、心身相関の観
点からも理解を図った。また、自他のよさや違いを認め合える人間関係を作れるように
するために、４年で学習した「大人に近づく体」を振り返らせ、変化は誰にでも起こる
こと、その起こり方や起こる時期は一人ひとり違うことに着目させ、気軽に相談できる
雰囲気を形成した。

教材名（出典）
「心と体のつながり」
（学研）

34 中 小３ 体育
いのちのつなが
り

　男女それぞれが,いのちに関係する大切なものを持っていることを伝えた。赤ちゃんの
“もと”と“たまご”が出会って，いのちが始まる。いのちのはじまりは，とても小さ
な卵（0.13mm）であることを黒の画用紙に穴を空けて小ささを伝えた。約10ヵ月かけて
お母さんのお腹の中で成長し，大きくなる（50cm，3kg）ことを果物の大きさを例えに出
したり,実際の胎児心音を聞かせたりして気づかせた。そんな命が,自分のお母さん・お
父さんにも，お母さん・お父さん（おばあちゃん・おじいちゃん）がいて，いのちは
ずっと繋がっていることを,「いのちのまつり（絵本）」を通して気づかせた。

指導は,養護教諭
いのちのまつり（絵
本）
胎児心音

35 中 小４ 体育
思春期の体の変
化

・思春期に起こる体の外の変化
・思春期に起こる体の中の変化
・女子に起こる変化
・男子に起こる変化
◎男女がお互いに思いやる気持ちが大切である。



36 中 小５ 体育
思春期のこころ
～自分らしさを
大切に～

　「自分らしさ」のものさしの１つとして「性の多様性」を学習した。思春期のこころ
の特徴に、「人との違いに気づき、『自分らしさ』を意識するようになる」ということ
がある。性は２つではないこと、性的少数者は身近に「いない」わけではなく「言わな
い」から気がつかないだけであるということ、カミングアウトはとても勇気のいるこ
と、アウティングは人を裏切ることなど、自身のものの考え方、見方を考えさせること
で、友だちに思いやりの気持ちを持つこと、違いを認めることの大切さに気づくことが
できた。

Ｔ１…養護教諭
Ｔ２…学級担任

37 中 小４ 体育
保健学習「育ち
ゆく体とわた
し」

　思春期にあらわれる体や体の中で起こる変化について学習した。月経や射精のしくみ
について養護教諭がパワーポイントや黒板に図や絵を掲示して授業を行った。はじめに
男の子の体の変化、次に女の子の体の変化を学んだ。男と女だけでなく個人差で様々な
性別があることも知った。体の変化は、ホルモンの働きによることを知り、お互いの性
の特性と生殖器の発達が生命誕生に必要であることを理解した。また、一人一人の成長
には時期やその様子に個人差があることを理解することができた。この先、自分の成長
の変化において、心配したり悩んだりしたときには、話しやすい同性の家族や先生に相
談できることを確認した。

保健の教科書
書籍「そのまま使える
パワポ月経授業」

38 県西 小４ 体育
体の発育・発達
「体の中で起こ
る変化」

　思春期になると体の中でいろいろな変化が起こることを知り、私たちの命のもとが
「卵子」「精子」からはじまっていることに驚くとともに、命の大切さを考えることが
できた。また、思春期における体や心の変化を話し合ったうえで、「不安に思っている
友達へどんな言葉かけをしたらよいか」を考える活動を通して、自分のことも友達のこ
とも大切に過ごしていこうとする思いを持つことができた。

39 県西 小４ 体育
育ちゆく体とわ
たし

　健康手帳を振り返りながら、自分の体の変化をグラフで表すことで、年齢を重ねるご
とに成長していく自分の姿を実感した。また、思春期になると男女ともに変化が起き、
その変化には個人差があることや、異性の関心が高まることを知った。さらに、成長が
命の誕生につながる尊いことだと学び驚いていた。
　さらに、自分が健康でいるのは、自分だけのことではなく、自分の未来の子どもにも
つながっていくことを知った。

健康手帳
新みんなのほけん
3・4年

40 県西 小４ 体育
健康教育
「からだの中の
音をきこう」

　聴診器を使用し、自分や友だちのからだの中の音をきいた。聴診器をあてると心臓や
肺の動く音がきこえ、驚いている様子が見られた。また、心臓の音などを実際にきいた
ことにより、生きているということが実感できた。

講師：学校薬剤師

41 県西 小４ 体育
思春期の体の中
で起こる変化

　思春期になると、男女ともに二次性徴が発現・性欲の亢進などが見られるようにな
る。男子は精通、女子は月経がはじまり、生命のもととなる精子・卵子が放出される。
性徴には個人差があること、生命のもとを半分ずつ持っていて、自分の中にもあり、生
命はつながっていくことをまとめた。

講師：本校養護教諭


